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我々は、機械学習の⼿法と基盤とした AI 技術や、バイオインフォマティクスの⼿法を⽤い
た研究開発を⾏っております。今までに、AI 技術を⽤いて細胞や組織の病的状態を、顕微
鏡画像から判定するシステムを独⾃に開発してきました（2,3,4,5）。特に、加齢や⽣活習慣
病を基礎とした循環器疾患の病態進⾏に⾎管内⽪細胞が重要な役割を果たしていると考え、
⾎管内⽪細胞の病的状態を AI スコアリングにより評価し、薬剤探索を実⾏しています (3)。
また⼼臓内の細胞を単⼀細胞レベルで解析するシングルセルオミクス技術を⽤いた病態解
明も積極的に推進しております。⼼不全や動脈硬化の治療開発を⽬的とし、特に⾎管内⽪細
胞に着⽬した研究開発を実⾏しております（1）。臨床画像診断への AI 活⽤も推進しており、
⼼臓核医学検査の⾃動読影システム構築などを⾏い、臨床応⽤を⽬指しております。 
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• 臓器内の細胞を⼀細胞解像度で解析する
• 治療標的を探索し、治療開発を実⾏
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循環器内科（臨床編）
1．予防医療と循環器内科

令和2年度厚生労働省のデータによると、日本人の三大死因は、老衰を除くと、悪性新生物（がん）、心臓病、脳卒中です。このう
ち、心臓病と脳卒中の原因は動脈硬化が原因と言われております。心臓と血管の状態を定期的に調べることは、健康を維持するた

めの重要なポイントです。

特に、循環器内科の疾患では、血圧、脂質管理、禁煙など生活習慣を改善することで、心臓を悪くことを予防することが重要です。

また、冠動脈疾患や、心臓細動の早期発見・治療することも重要となっております。

2．新しい心臓血管ドック（プレミア心臓血管ドックについて）
当院予防医療センターでは、心臓・大血管を網羅的に評価をすることを目的として、プレミア心臓血管ドックを2024年春より開始い

たしました。このドックは、オプションであり、特に、心疾患が気になる方や、心疾患のリスクが高い可能性がある方を対象といたします。

具体的には、立位CT、心臓MRI、長時間心電図デバイスなどの最新医療機器や、診断方法を活用し、心臓・大血管を主体に評
価をできる体制が整っております。

3．循環器内科における新たな予防医療のエビデンス構築を目指して
我々の諸先輩が培ってきた予防医療センターおよび循環器内科としての

伝統的な知見と、最先端の医療機器から得られる高精細な情報を融合し、

予防医療センターで新たな循環器内科としての予防医学のエビデンスを構

築していくように、臨床研究を進めいていく予定です。

さらに、循環器内科だけではなく、消化器内科、腎臓内科、公衆衛生学、

などの多方面の知見を、循環器内科の予防医学へ行かせる取り組みを行い

ます。今後は、デジタルヘルスに着目し、予防医療センターに活用すること

も考えております。


